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杏
の
実
が
赤
く
色
付
さ
始
め
て
い

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
七
月
は
涼
し
く
、

秋
を
思
わ
せ
た
。
首
都
キ
エ
フ
の
東

五
百
五
十
計
の
ポ
ル
タ
ワ
市
。
そ
の

子
ど
も
診
療
所
で
、
貧
血
の
治
療
を

受
け
る
子
ど
も
た
ち
の
不
安
げ
な
ま

ら終

し

に
ヽ
山
田
寿
美
云

ξ

ほ

、

二
歳
の
時
に
原
爆
孤
児
と
な

っ
た
自

ら
の
姿
を
重
ね
合
わ
せ
た
。

◇

広
島
市
西
区
の
福
島
生
協
病
院
で

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
し
て

い
る
。
原
爆
で
両
親
を
失
い
、
親
せ

き
に
育
て
ら
れ
た
。
孤
児
の
精
神
的

な
支
え
に
と
結
成
さ
れ
た
団
体
を
通

じ
て
毎
月
二
千
円
の
援
助
も
受
け

た
。
周
囲
の
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
た

思
い
が
強
く
、
大
学
で
は
社
会
福
祉

学
を
専
攻
し
た
¨
■

」
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ル
ワ
ー
カ
ー
が

職
場
の
枠
を
超
え

ん
が
急
増
し
た
ぜ

界
保
健
機
関
（
Ｗ

て
結
成
し
た

「
原
爆

被
害
者
相
談

Ｈ
Ｏ
）
は
昨
年
十

一
月
、
原
発
か
ら

員
の
会
」
の

一
員
と
し
て
、
月

一
回

放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
が
原
因
と

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
被
爆
者
の
相
談
を
一
の
結
論
を
ま
と
め
た
が
ヽ
放
射
線
の

受
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
体

へ
の
影
響
は
十
分
に
解
明
さ
れ

「
原
爆
と
原
発
事
故
。
そ
の
放
射

て
い
な
い
。

能
被
害
は
変
わ
ら
な
い
」
と
、
チ

ェ
　
　
先
月
中
旬
か
ら
九
日
間
の
ウ
ク
ラ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
被
災
地
の
救

イ
ナ
。
キ
エ
フ
郊
外
の
内
分
泌
代
謝

援
を
し
て
い
る
市
民
団
体

「
ジ

ュ
ノ

一研
究
所
付
属
病
院
で
、
放
射
能
除
去

―
の
会
」

（
広
島
県
府
中
市
）
が
ヽ
　

作
業
に
携
わ
り
、
甲
状
腺
を
侵
さ
れ

山
田
と
被
爆
者
意
識
の
研
究
を
続
け

た
元
作
業
員
の
男
性
二
人
は

「
薬
が

る
広
島
大
総
合
科
学
部
教
授
の
舟
橋

一日
過
ぎ
て
と
て
も
買
え
な
い
。
体
調

喜
悪
霙
ら
の
二
人
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

も
悪
く
な
る
ば
か
０
だ
」

「
被
ば
く

派
遣
し
た
。
相
談
活
動
を
通
じ
て
知

者
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
が
、
生
活

り
合

っ
た
ジ

ュ
ノ
ー
の
会
代
表
、
甲

一は
苦
し
い
」
と
訴
え
た
。
被
爆
者
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原爆孤児だった自分重ね

元
放
射
能
除
去
作
業
員
か
ら
の

聞
き
取
り
調
査

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ

で
、
山
田
寿
美
子
さ
ん
提
供
）
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た
か

っ
た
バ

十
分
で
は
な
か

っ
た
。

「
今
後
も
チ

ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の

交
流
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と
山
田

は
願
う
。

◇

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
報
告
で
は
、
甲
状
腺

が
ん
以
外
は
増
え
て
い
な
い
ん
だ

よ
。
つ
ま
り
甲
状
腺
以
外
に
は
影
響

は
出
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」

東
京

・
港
区
の
ビ
ル
六
階
に
あ
る

社
団
法
人
日
本
原
子
力
産
業
会
議
事

務
局
。
副
会
長
の
森

一
久
電
ｅ
は
語

気
を
強
め
た
。

原
発
推
進
に
携
わ
る
森
は
、
被
爆

者
で
あ
る
。
京
都
帝
大
理
学
部
二
回

生
の
夏
休
み
、
広
島
市
内
の
実
家
に

帰
省
中
に
被
爆
し
た
。
産
婦
人
科
医

の
父
と
母
、
軍
医
の
兄
を
亡
く
し
、

自
ら
も
半
年
間
、
床
に
伏
し
た
。

大
学
で
は
湯
川
秀
樹
博
士
の
下
で

理
論
物
理
学
を
学
び
、
同
会
議
に
は

五
六
年
の
設
立
と
同
時
に
入

っ
た
。

十
年
後
、
茨
城
県
東
海
村
で
わ
が
国

初
の
実
用
発
電
炉
が
運
転
を
始
め

た
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
。
国
内
に
は

五
十

一
基
の
原
発
が
稼
働
す
る
。
若

い
こ
ろ

「
被
爆
国
が
安
易
に
原
子
力

を
利
潤
追
求
の
種
に
す
る
の
は
け
し

か
ら
ん
」
と
業
界
団
体
に
抗
議
し
た

森
が
、
同
会
議
の
専
務
理
事
を
十
八

年
間
務
め
、
実
務
者
の
ト
ッ
プ
に
ま

で
上
り
詰
め
た
。

「
被
爆
国
が
原
子
力
を
進
め
る
に

は
、
事
節
を

沐

そ

尊

其

す

、
被

害
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
の
が

一

番
大
事
」
と
、
被
爆
者
と
し
て

「
監

視
」
す
る
姿
勢
を
買
い
た
。

一
昨
年

の
同
会
議
年
次
大
会
は
古
里
の
広
島

で
開
催
し
た
■
平
和
利
用
は
広
島
、

長
崎
の
犠
牲
の
上
に
成
り
立

っ
て
い

る
。
原
爆
の
悲
劇
を
知
ら
ず
に
は
語

れ
な
い
」
と
の
思
い
を
伝
え
た
か

っ

た
か
ら
だ
。

「
原
子
力
推
進
の
道
に

入

っ
た
の
は
運
命
と
し
か
い
い
よ
う

が
な
い
。
い
つ
も
ヒ
ロ
シ
マ
で
亡
く

な

っ
た
家
族
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
、

仕
事
を
し
て
き
た
」
　

一
‐

◇

」
　

一
一

原
発
事
故
被
書
の
救
援
と
取
り
組

む
被
爆
者
が
い
る

一
方
で
、
原
子
力

の
平
和
利
用
に
被
爆
者
が
取
り
組

む
。
ヒ
ロ
シ
マ
い
ナ
ガ
サ
キ
の
経
験

を
二
十

一
世
紀
に
ど
う
生
か
す
の

か
。
模
索
は
続
ど
ヽ

　

（
敬
称
略
）
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(1)

卒
論
で
被
爆
者
の

実
態
を
取
り

上
げ
よ
う
と
、
同
病
院
で
聞
き
取
り

調
査
を
し
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
こ

の
道
を

志
し
た
。
医
療
ソ
ー
シ

ャ

「


